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北川民次の絵画技法（5）
—  かみや美術館所蔵作品の再現研究（彩色層）—
Painting Technique of Tamiji Kitagawa 
— To make trial copy of his two works from the Kamiya museum collection —
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川自身が著述に残した処方や技法記録を基に、《カンディダ ( 無垢の女 )》1935 年（図１）と《女の
















1  北川民次『美術教育とユートピア』（創元社、1969 年）p.14
2  白河宗利 森田恒之編『報告書　北川尾次の絵画技法　作品の自然科学調査・文献研究・再現研究』（愛知県立芸術大学、2013 年）
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ことが考えられる（図 2）。その後に 2 層目と
なる黒色絵具を重ね塗りしている。

















































































































3  北川民次『子どもの絵と教育』（創元社、1953 年）p.157
4  神谷幸之「私と北川民次」『繪』第 245 号（日動画廊、1984 年）p.13








　用意した媒材は、地塗り塗料に準じて以下の 9 種を試みた。リンシードオイルの媒材、兎膠 50％
水溶液の媒材、アラビアガム 38.5% 水溶液の媒材、全卵の媒材、卵黄の媒材、卵白の媒材、リンシー
ドオイルと兎膠 50％水溶液の比率が 1：5 のエマルジョンを媒材としたもの、リンシードオイルと









あらかじめリンシードオイルとアラビアガム 38.5% 水溶液の混合比を 1 対 4 としたエマルジョンを
用いた地塗り塗料を塗布しておいた。乾燥後、地塗り塗料を塗布したさいに生じたバリを除去する
ために、紙やすり #60 と #120 で削った。この作業を行ったことにより、対象作品にもある傷も再
現できた。この地塗り層に兎膠 7% 水溶液で目止めを行った。
　この用意した描画面に 9 種の媒材と 2 種の顔料を練り合わせた 18 種の絵具を塗布した。背景
部分には一度削ったか拭った形跡があったので、模写制作にあたっても塗布したままの状態と、
塗布してすぐに布で拭ったもの、塗膜の乾燥後に紙やすり #600 で削ったものの 3 種類を用意
した（図 14）。
塗布表面の観察：背景























































































アラビアガムの比率が少なくなるよう変え、リンシードオイルが 1 に対し、アラビアガム 38.5％水
溶液を 2 とした。
　卵の分量は模写制作者両名が試作時に感じた、絵具の扱いやすさや乾燥後の光沢等の比較から、

























































































・地塗り塗料：ジンクホワイトとシルバーホワイトを 15 対 1 に配合したものに、リンシード
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